
（様式－１ 表紙） 

 

 

  １ 調査名称：（綾瀬市）綾瀬市総合都市交通計画改定業務 

 

 

 

 ２ 調査主体：綾瀬市 

 

 

 ３ 調査圏域：綾瀬市全域 

 

 

 ４ 調査期間：令和５年５月１８日から令和６年２月２９日まで 

 

 

 ５ 調査概要： 

 本市では、「綾瀬市総合計画」及び「あやせ都市マスタープラン」に基づき、平成

２２年度に「綾瀬市総合都市交通計画」を改定したが、上位である両計画が令和３年

に改定され、平成２２年時点とは目標人口や、まちづくりの目標等が異なっている状

況となっている。また、令和３年３月には東名高速道路綾瀬スマートインターチェン

ジの開通や社会情勢の変化など、本市を取り巻く交通環境や市民意識も変化している

ことから、将来のまちづくりを見据えた交通需要に対応し、望ましい交通体系の実現

に向けて、令和７年度の改定を予定しているものである。 

本業務では、改定を行うための基礎調査として、これまでの綾瀬市総合都市交通計

画の検証や各種上位・関連計画を考慮しつつ、綾瀬市における都市交通の現状と課題

等について整理する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（様式－２ａ 調査概要） 

Ⅰ 調査概要 

 

 １ 調査名称：令和５年度綾瀬市総合都市交通計画改定業務委託 

 

 ２ 報告書目次 

  第１章 業務目的 

１ 調査の目的及び全体構成 

２ 業務概要 

３ 工程計画 

４ 実施体制 

第２章 現況整理 

１ 都市特性の把握 

２ 移動特性の把握 

３ 上位・関連計画の内容把握 

第３章 都市交通の現状 

１ 道路交通の現状 

２ 公共交通の現状 

３ 現行計画の評価・検証 

第４章 都市交通の課題整理 

１ 都市交通を取り巻く社会動向 

２ 交通に関する技術・サービスの動向 

３ 綾瀬市全域における課題 

４ 地域別の課題 

５ 綾瀬市における都市交通の課題及び対応方針 

第５章 市民意識アンケート 

１ 調査の目的 

２ 実施方法 

３ 実施期間 

４ 集計結果 

第６章 審議会・庁内検討会議の開催支援 

１ 綾瀬市総合都市交通計画審議会の開催支援 

２ 庁内検討会議の開催支援 

別冊１ 審議会スライド資料 

別冊２ 審議会議事録 

別冊３ アンケート調査結果 

 

 



                                                      （様式－２ｂ 調査概要） 

 

 ３ 調査体制 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

４ 委員会名簿等： 

     

 

 

 

 

 

 

綾瀬市総合都市交通計画審議会 

綾瀬市総合都市交通計画改定連絡調整会議 

綾瀬市総合都市交通計画審議会 事務局 

綾瀬市総合都市交通計画改定連絡調整会議 事務局 

（綾瀬市都市部都市計画課） 



（様式－３ａ 調査成果） 

 

Ⅱ 調査成果 

 

 １ 調査目的 

本業務は、「綾瀬市総合都市交通計画（平成２２年１２月改定）」について、改定を

行うための基礎調査として、これまでの綾瀬市総合都市交通計画の検証や各種上位・

関連計画を考慮しつつ、綾瀬市における都市交通の現状と課題についても整理を行う

ことを目的とするものである。 

 本調査は、以下に示す６つの調査項目から構成される。 

＜調査項目＞ 

① 計画準備 

② 現状整理 

③ 都市交通の現状と課題の整理 

④ 綾瀬市総合都市交通計画審議会の開催支援 

⑤ 庁内検討会議の開催支援 

⑥ 打合せ協議 

 

 ２ 調査フロー 

 

 

 

 

 

  



 ３ 調査圏域図 

（綾瀬市全域） 

       

 



（様式－３ｂ 調査成果） 

 ４ 調査成果 

４．１ 現況整理 

４．１．１ 都市特性の把握 

 綾瀬市における立地条件について、広域的な交通アクセス面から整理・把握するととも

に、都市内における移動の制約要件や発生・集中する市街地特性について把握した。また、

綾瀬市の都市基盤整備状況や産業特性等、総合的な交通体系を検討していく上で必要とな

る都市特性について整理・把握を行った。 

 

４．１．２ 移動特性の把握 

平成３０年の東京都市圏パーソントリップ調査における綾瀬市に係る通勤、通学、私

事、業務に関する移動量は約２０万トリップであり、目的別では、通勤の約４．４万人、

私事が約４．２万人と多くなっている。 

なお、発生交通量（綾瀬市内→綾瀬市外）では、通勤と私事目的の割合が高く、集中交通

量（綾瀬市外→綾瀬市内）では通勤目的の割合が高い傾向にある。※帰宅目的は除く 

表 目的別、目的地別交通量（単位：トリップ／日） 

  綾瀬市内々 

発生交通量 

（綾瀬市内→ 

綾瀬市外） 

集中交通量 

（綾瀬市外→ 

綾瀬市内） 

発生集中交通量 

計 

※内々含む 

通勤 ６，６４８ １９，８１７ １８，１７１ ４４，６３６ 

通学 ８，３７０ ５，７９２ ２，０２６ １６，１８８ 

私事 １８，５８２ １５，９０９ ８，０３５ ４２，５２６ 

業務 １，２１６ ３，９９１ ３，５５８ ８，７６５ 

帰宅 ３０，５５２ ２４，０４１ ３７，９７７ ９２，５７０ 

不明 ２８４ ３０４ ３０４ ８９２ 

計 ６５，６５２ ６９，８５４ ７０，０７１ ２０５，５７７ 

（平成３０年 東京都市圏パーソントリップ調査） 

 

４．１．３ 上位・関連計画の内容把握 

国や神奈川県における上位・関連計画のほか、綾瀬市における上位・関連計画（総合計

画、総合戦略、防災・交通・福祉・産業等各計画）の内容を確認し、綾瀬市における将来の

都市づくりの方向性を多方面から把握した。 

 

４．２ 都市交通の現状 

４．２．１ 道路交通の現状 

（都）寺尾上土棚線にて多くの交通量が見られ、特に⑧の市役所近辺で１２時間あたり

約２万台と最も交通量が多い状況である。 



令和元年度から３年度にかけての増減率では、東名高速道路綾瀬スマートインターチェ

ンジの開通によって、インターチェンジに接続する（都）寺尾上土棚線や、その周辺の道路

は若干の増加が見られる一方、その他は大きな変化は見られない。 

 

   図 綾瀬市 １２時間交通量（平日）   図 綾瀬市 １２時間交通量変化（平日） 

    （令和３年度幹線道路等交通量調査）（令和３年度令和元年度幹線道路等交通量調査） 

 

東名高速道路綾瀬スマートインターチェンジの利用台数をみると、供用開始（令和３年）

した当初は約１．１万台／日であったが、供用開始１年後の令和４年４月以降は、約１．６

万台／日前後で推移している。 

 

 図 月平均一日あたりの綾瀬ＳＩＣ利用台数（綾瀬スマートインターチェンジ地区協議会） 
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４．２．２ 公共交通の現状 

綾瀬市を走行する路線バスの輸送人員は次のとおりである。なお、令和２年度以降、輸

送人員が大きく減少している点については、新型コロナウイルスによる影響が推察され

る。 

表 綾瀬市に路線を有するバスの輸送人員の推移（単位：人／日） 

 神奈川中央交通 相鉄バス 
綾瀬市コミュニ

ティバス※参考 
計 

平成２９年度 １９，４４０ １２，１５９ ５０４ ３２，１０３ 

平成３０年度 １９，１２９ １１，９３１ ５１４ ３１，５７４ 

令和元年度 １８，８９２ １１，４３１ ４９４ ３０，８１７ 

令和２年度 １４，０３３ ８，２２７ ３５３ ２２，６１３ 

令和３年度 １３，７２８ ８，９６３ ４１５ ２３，１０５ 

令和４年度 １４，５０４ ９，４５２ ４４９ ２４，４０５ 

                        （綾瀬市統計要覧） 

 

４．２．３ 現行計画の評価・検証 

現行計画で位置づけられた計画について、現状の取り組み状況を整理した上で、目標及

び達成目標水準について評価・検証を行った。 

 

４．３ 都市交通の課題整理 

４．３．１ 都市交通を取り巻く社会動向 

今後、綾瀬市の都市交通を考えるにあたり、解決・対応すべき課題として次の項目を整理

した。 

・高齢単身世帯の増加 

・多様性への配慮（ダイバーシティ） 

・環境問題、災害への対応 

・運輸業、物流業における人手不足 

・新型コロナウイルス感染症の影響 

・テレワークの浸透 

 

４．３．２ 交通に関する技術・サービスの動向 

    現行計画策定から１３年が経過したことから、近年の新たな技術・サービスの進展等

として次の項目を整理した。 

・自動運転・ドローン技術 

・環境負荷の少ない車両（ＥＶ、ＦＣＶ、グリーンスローモビリティ等） 

・車両のシェアリング（自動車、自転車、小型モビリティ等） 

・キャッシュレス決済 



・物流の効率化 

・ＭａａＳ 

・ライドシェアサービス 

 

４．３．３ 綾瀬市全域における課題 

４．１及び４．２における調査結果のほか、今回実施した市民アンケート調査結果を踏ま   

えて、市全域の課題を整理した。 

 

 ・高齢化の進展 

    綾瀬市における６５歳以上の割合（高齢化率）は約２８％であり、高齢化が進んでい

る。高齢者は徒歩やマイカーによる移動制限なども多く、公共交通に求められる役割が

大きくなることから、綾瀬市が取り組むべき都市交通の大きな課題の一つである。 

さらに、単身世帯の数も増加しており、特に一人暮らしの高齢者の割合が増加してい

る。一人暮らしの高齢者は家族の運転する自動車による移動ができないことから、公共

交通による移動のニーズが高くなることが考えられる。 

表 地域別年齢３区分別人口・高齢化率 ※年齢不詳・厚木基地内除く 

地域名 ０～１４歳 １５～６４歳 ６５歳以上 合計 高齢化率 

中央 ２，５７８ ９，７４０ ３，７０２ １６，０２０ ２３．１％ 

綾北 １，４４８ ７，２１９ ３，７０２ １１，８３５ ２６．８％ 

寺尾 ２，３１１ １１，０７７ ５，６６８ １９，０５６ ２９．７％ 

早園 １，８０９ ７，３４１ ３，１０１ １２，２５１ ２５．３％ 

綾西 ８０７ ３，５５０ ２，３９１ ６，７４８ ３５．４％ 

綾南 １，８９９ ９，７０８ ５，１５６ １６，７６３ ３０．８％ 

合計 １０，８５２ ４８，６３５ ２３，１８６ ８２，６７３ ２８．０％ 

（令和２年度 国勢調査） 

 

 

 

250 
486 

719 
1,070 

1,493 

540 

892 

1,331 

1,893 
2,274 

790 

1,378 

2,050 

2,963 

3,767 

6.4%

8.1%

8.7%
10.7%

14.1%

12.3%

13.9%
14.8%

16.3%

18.0%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

0

1,000

2,000

3,000

4,000

2000年 2005年 2010年 2015年 2020年

単位：人

65歳以上の女性の単身

者の人口

65歳以上の男性の単身

者の人口

65歳以上の全人口のう

ち、男性の単身者の割

合（右軸）

65歳以上の全人口のう

ち、女性の単身者の割

合（右軸）



・若年層・高齢層の高い公共交通ニーズ 

綾瀬市における代表・端末交通手段分担率は、約５０％が自動車利用となっており、  

他の自治体と比べても自動車の利用割合が高い傾向にある。また、平成２０年と平成３

０年の経年変化では、自動車は横ばい、徒歩・二輪はやや減少、バスは増加している。 

表 綾瀬市 代表・端末交通手段分担率 

  徒歩 自転車 バイク バス 自動車 計 

Ｈ２０割合（現行計画） ２６．５％ １０．０％ ５．８％ ５．９％ ５１．８％ １００．０％ 

Ｈ３０割合 ２６．０％ ９．０％ ４．８％ ９．６％ ５０．６％ １００．０％ 

（平成２０年・平成３０年 東京都市圏パーソントリップ調査） 

 

さらに、今回実施した市民アンケート調査結果より、年齢別の平日における主な交通

手段では、３０～７０歳代の自家用車利用が約５割を占める一方で、１０・２０歳代及び

８０歳代以上では、路線バスやコミュニティバスの利用割合が高い傾向にある。このこ

とから、学生などを含む若年層、高齢者において公共交通のニーズが高いことが分かる。 

 

図 年代別 主な交通手段（平日） 

（「綾瀬市総合都市交通計画」改定に関するアンケート調査（令和５年７～８月実施）） 

 

・新型コロナウイルス感染症による路線バスの輸送人員の減少 

綾瀬市内を運行するバス路線の輸送人員の推移を見ると、新型コロナウイルス感染

症が蔓延した令和２年以降は減少し、さらに増減率においても、輸送人員の回復はコ

ミュニティバスよりも路線バスの方が鈍い傾向にある。コミュニティバスは私事目的

の高齢者など、自家用車を利用しない方が多く利用する一方で、路線バスは通勤目的

の利用が多く、新型コロナウイルス感染症の蔓延を機にマイカー・自転車等に転換し

たり、テレワークの普及による通勤者が減少していることも要因として推察される。 
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    図 綾瀬市に路線を有するバス・県全体の輸送人員の推移（単位：人／日） 

  （綾瀬市に路線を有するバス：綾瀬市統計要覧） 

  （県全体：神奈川県交通関係資料集 令和４年度版） 

  

・自動車交通量の適切な配分 

自動車交通量は（都）寺尾上土棚線、     

県道４０号、（都）早川本蓼川線、県道     

４５号などの幹線道路に交通量が集中  

している。また、交通事故の件数は年    

間２００～３００件で推移している。 

引き続き、自動車交通量（特に通過交  

通）を幹線道路に誘導し、生活道路へ   

の流入を防ぐことが、交通事故の件数 

を減らすことに繋がると考えられる。 

 

 

 

 

     図 幹線道路交通量（平日） 

  （令和３年度幹線道路等交通量調査結果） 
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図3-2　12時間交通量総括図（平日）



 

図 綾瀬市内の交通事故件数 

  

・貨物自動車の増加 

綾瀬スマートインターチェンジ周辺地域には大型の物流施設が集積しており、こ 

れら施設の増加に伴い、今後も貨物自動車が増加することが考えられるため、引き続

き、貨物自動車の導線を制御し、生活道路への侵入を抑制していくための対策が求め

られている。 

  

     ・市民の交通に対する意識（アンケート結果） 

① 路線バス・コミュニティバスの利用満足度・今後の重要性 

      路線バス・コミュニティバスの利用満足度では、「運行便数」や「運行時間帯」      

について「不満」を示している割合が高い傾向にあり、今後の公共交通整備の重要性    

では、「自力移動が困難な人のバス利用しやすさ」や「周辺駅～市内のバス連絡利便 

性の向上」について、特に重要だと捉えている割合が高い傾向にある。 

 

図 バスの利用環境における満足度 

（「綾瀬市総合都市交通計画」改定に関するアンケート調査（令和５年７～８月実施）） 
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図 今後の公共交通整備に関する重要度 

（「綾瀬市総合都市交通計画」改定に関するアンケート調査（令和５年７～８月実施）） 

 

② 市内の道路状況の満足度・今後の重要性 

      道路状況の満足度では、「運行安全性」や「道路や歩道の広さ」など物理的な面で

の不満が高い傾向にあり、今後の道路整備の重要性では、「自転車走行環境」、「生活

道路の歩道整備」、「段差解消」が特に重要だと捉えている割合が高い傾向にある。 

 

図 道路状況に関する満足度 

（「綾瀬市総合都市交通計画」改定に関するアンケート調査（令和５年７～８月実施）） 
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図 今後の道路整備に関する重要度 

（「綾瀬市総合都市交通計画」改定に関するアンケート調査（令和５年７～８月実施）） 

 

４．３．４ 地域別の課題 

あやせ都市マスタープランの地域別構想として示されている６つの地域別に現状を踏

まえ、それぞれの地域における課題を「幹線道路の交通流の円滑化」「歩行者・自転車の安

全性の確保」「公共交通の利便性の向上」に集約した。 
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図 地域別の課題 
 

 

 
【寺尾地域】 

 幹線道路の交通流の円滑化 

 歩行者・自転車の安全性の確保 

 公共交通の利便性の向上 

 

 
【綾北地域】 

 幹線道路の交通流の円滑化 

 歩行者・自転車の安全性の

確保 

 公共交通の利便性の向上 

 

 

 

【中央地域】 

 幹線道路の交通流の円滑化 

 歩行者・自転車の安全性の確保 

 公共交通の利便性の向上 

 

 

【早園地域】 

 幹線道路の交通流の円滑化 

 歩行者・自転車の安全性の確保 

 

 

【綾西地域】 

 幹線道路の交通流の円滑化 

 公共交通の利便性の向上 

 

 

 

【綾南地域】 

 歩行者・自転車の安全

性の確保 



４．３．５ 綾瀬市における都市交通の課題及び対応方針 

計画の改定にあたり整理しておくべき都市交通の課題を、次のとおり整理した。 

○ 社会動向等を踏まえた課題 

      ・高齢単身世帯の増加 

      ・多様性への配慮 

      ・ドライバー不足 

      ・新型コロナウイルス感染症の影響 

      ・新たな技術・サービスへの対応 等 

○ 市全域の課題 

      ・交通弱者の移動の確保 

      ・幹線道路の整備 

      ・自動車交通量の適切な配分 

      ・貨物自動車への対応 等 

○ 地域別検証からの課題 

      ・幹線道路の交通流の円滑化 

      ・歩行者・自転車の安全性の確保 

      ・公共交通の利便性の向上 等 

上記課題に対する対応方針として次の３点を整理し、次年度以降はこれに基づき、目標

や具体な施策等を検討することが求められる。 

○ 公共交通のあり方の検討 

高齢者等の交通弱者の移動の確保や公共交通の利便性の向上を目指し、地域ご

とのニーズやドライバー不足等の課題を考慮しながら、最適な公共交通のあり方

を検討する。 

○ 道路ネットワークの検討 

自動車交通量の適切な配分による幹線道路の混雑解消、生活道路への進入抑制

による安全性の確保を目指し、将来交通量推計等により最適な道路ネットワーク

を検討する。 

○ 新たな技術等への対応 

新たな技術やサービスの進展に対応し、その役割や必要性等を見極め、対応を

検討する。 

 

４．４ 市民意識アンケート 

・調査地域：綾瀬市全域  

・調査対象：１５歳以上の市民 標本数 ３，０００ 人  

・抽出方法：住民基本台帳データを基に、年代別・地域別比率を考慮した無作為抽出  

・調査方法：郵送配付－郵送及びウェブ回答  

・回収枚数：１，１６２票（うち、紙 ７８３票、ＷＥＢ ３７９票） 

・回収率 ：３８．７％ 


